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アベリスツイス高校生派遣事業報告書
宮津天橋高校加悦谷学舎 2年 太田絢子

l 事業に参加するにあたっての目標・目的

➀与謝野町とアベリスツイスの交流がより深いものになるように、多くの事を
学んでいく。

➁この交流の事を多くの人たちに知ってもらうために人との交流を大切にする。

➂フランク・エバンス氏の思いを自分なりによく考えて、何をするべきか見つけ
る。

l ホストファミリーの紹介
<エレンの家族>
エレンの家族は 4人家族でした。

家には暖炉がありました。ウェールズではラグビーが人気らしく、エレンの弟
（ヨワンド君）はラグビーを頑張っていました。
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また、ボーイスカウトやガールスカウトの活動もしていました。
エレンとの 1番の思い出は蝶々園に行った事です！すごく綺麗な蝶がたくさん
いて驚きました。

<ローサの家族>

ローサの家族は 4 人家族でした。お兄ちゃんはロンドンの大学に行ってるらし
い！
ローサの家にはモンティ君と言う猫がいました。ローサとは趣味が合って 2人
で買い物に行った時もすごく楽しかったです！ローサの家族とは一日中一緒に
過ごす日があったので、レッドカイト（赤とび）を一緒に観にいきました！
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l 訪れた場所

l 国立図書館
ウェールズの国立図書館
で、フランク・エバンス氏
の本なども展示されてい
ました。この図書館は、本
が多くなる度に増築工事
を行なっています。

l 企業見学
ここでは、食品や、種子な
どの研究がされていた。ま
た、アベリスツイスとその
周辺の町の政治活動や、課
題点などのお話しもあり
ました。

l アベリスツイス大学
大学では、犯罪心理学やプ
ログラミング、現地大学生
との交流を行いました。そ
の際仲良くなった大学生
とは、今も交流が続いてい
ます。
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l RED
ハンドメイドの靴屋さ
んで、とても素敵なお店
でした。着物を使って作
られたブーツもありま
した。
ハンドメイドだからこ
その味がある靴でした。

l 鉱山跡
ウェールズの家の屋根
を造るための石や粘土
を採掘していた跡地。
ライトがないと真っ暗
なトンネルだったけれ
ど、使われていた名残の
瓶などがあり、驚きまし
た。

l ウールミュージアム
羊毛加工の工場に行き
ました。
私たちもコースター作
りをしました。羊毛を使
った絨毯などを作成す
る織り機は、ちりめんを
織る時に使う機械と似
ていました。
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l 終戦記念

l そのほかにも
ジーンズ工場、教会、アートセンター、学校など多くの場所を訪れました。
どの場所もとても新鮮で勉強になったりする場所が多かったです。

私達はアベリスツイス
で、平和記念パレード
に参加しました。パレ
ードの際には感謝の意
を持つとされるポピー
の花をつけました。多
くの戦死者の名前が呼
ばれているのを聞き、
もう一生こんなことが
起きてはならないと強
く思った瞬間でした。
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l 気づいた事

➀勉強の仕方が全然違う！！
学校見学に行った時に、学校の自由さにびっくりしました。校舎がカラフルだ

し、ガム噛んでたり、お話ししてたり、自由席だったり、日本の高校とかじゃ考
えられない事が多かったです。

➁交流について
この交流の事をアベリスツイスの人はすごく大事にしていて、多くの人が与

謝野の事、日本の事を知ってくれていると知りました！
街で声をかけてくれる人がいたり、日本語を話してくれたりすごく身近にこの
交流の事を感じてくれているのが嬉しかったです。

➂言語の違いがあっても大丈夫
ノリや元気があればなんとかなる！これは大きな気づきです。話そうと思う

事、会話してみようと頑張る事が大切だと感じました。ノリノリで話す事で友達
もたくさんできたのでよかったです。

l 研修を終えて

<自分なりの平和への考え>
私は研修後、自分が思う平和について考えました。
この研修では多くの人と交流をする事ができ、多くの思い出を作る事ができ
ました。
この出会いや、思い出をこれからの未来に残していきたい。その思いが戦争
をしないでおこうという思いに変わると考えました。私は平和のためにも人
と人とが繋がる事が大切だと思います。
フランク・エバンスか氏が繋いでくれたアベリスツイスと与謝野町の関係の
ために、
世界中の平和の為にもしっかりと人との出会いを大事にしていきたいです。
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l まとめ
私は、今回の研修に参加するにあたって、多くの不安がありました。しかし、そんな不安
もあっという間に無くなるほど良い経験をする事ができました。
フランク・エバンス氏をきっかけに始まったこの交流は、私に多くのものを残してくれた
と感じます。
例えば、平和の大切さです。最近戦争のニュースを見る事がありますが、どこか他人事の
ような気がしていました。しかし、平和記念パレードに参加して実際に戦死した方々の名前
を聞くと、すごく悲しい気持ちになりました。それと同時に、戦争というもの自体を近いも
のに感じ、戦争の恐ろしさを知りました。

私は、もう二度とこんな事が起きないようにするべきだと思いました。

この研修を通して、多くに人に出会えたこと、多くの経験ができたことは、私にとって大
きな財産となりました。この財産を未来へ残していくことは、平和にも繋がると思います。
その為にも、私はこれから与謝野町とアベリスツイスのことを、多くの人に知ってもらえる
ような活動をしていきます。
多くに人にこの交流を知ってもらい、1人でも多くの人が平和について考えるきっかけに
なればいいなと思います。

最後に、この交流がこれからも続いていく事を強く願うと同時に、温かく私達を迎え入れ
てくださった皆様や、こんなに貴重な体験をさせてくださった皆様に感謝しています。
ありがとうございました。
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